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これからの福祉に必要なのは<共感力>だ！子どもコース
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特に対象とする学部はない

大学1・2年生にも積極的に募集を行った

いいえ
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一部オンラインで実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【疑似体験】ロールプレイングやシミュレーション形式の仕事体験　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】
社員との座談会　【交流】参加学生との座談会　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

【先着順・選考なし】【体験型インターンシップ】

《実施日数》　夏季：3days、冬季2days

〈プログラム〉
＜＜WEB×リアル仕事体験の2日間！＞＞
３種類（子どもコース、学びの場コース、働く場コース）のインターンシップを、
オンラインとリアルな現場体験の組合せでご用意！
みなさんには、これまでの福祉のイメージをがらっと変えるような体験、
新たな発見をしていただきたいと思っています！

【子どもコースの概要】
　障害のある子どもたちが、放課後や長期休暇の時に、学校でも家庭でもなく過ごす場所、それが放課後等デイサービス「はなはな」「わくわく」です。子どもたちの成長を願い、また新しい可能性に出会うきっかけになればとつくりました。この事業で支援員として、「子どもの
〈好き〉に寄り添う」「打ち解ける」「想いに気づき後押しする」ことを体験していただきながら、「放課後等デイサービス事業の実情や課題」「今後の発展可能性」を一緒に考えていただきます。

※夏季と冬季でスケジュールが異なりますので、
　ここでは一例として夏季に実施したプログラムを掲載します。

＜1日目＞
■WEBオリエンテーション■　予定：３時間
　・福祉業界って何！？を、あらゆる角度から、紐解きます！
　・ご希望のコースに沿った業務体感VTR・・・請うご期待！
　・このISで、学びたいことや知りたいことを、互いに語りあいましょう！

＜2日目＞
■現場でのリアル仕事体験■　予定：８時間（ランチ休憩含む）
　・現場体験…今まで体験してくれた先輩方の、「楽しかった！」
　　「嬉しかった！」が、ここに集結しています！
　
＜3日目＞
■WEBフィードバック■　予定：３～４時間
　・先輩職員も交えた振り返り
　・フィードバック

全学部全学科対象、福祉の知識や資格は問いません。
初めての方も、少し興味のある方も、
まずは障害のある子どもたちと一緒にダンスやスポーツをしながら、
一緒に楽しみましょう！

一緒に楽しむ中で、子どもたちに共感したり、背中をそっと押したり、
様々な工夫をしてみたりと、職員の仕事を実際に体験していただける
プログラムになっています。

4

課長（マネージャー）　若手社員　社外の人（お客様、取引先など）

リアル体験：
「放課後等デイサービス事業所はなはな」で働く、
若手～ベテランの先輩職員といっしょに子どもたちと楽しみながら
クラブ活動（音楽やダンス等）に参加していただきます。

WEBオリエンテーション・フィードバック：
フィードバックでは、採用・インターンシップ担当職員に加え、
現場職員も参加いたしますので、リアル体験のことをじっくり振り返りながら、フィードバックさせていただきます。

参加される学生さんには、できるだけリラックスして、
何より楽しく参加していただきたいと思っていますので、
気軽にご参加いただけるよう進行につとめます。
ぜひ安心してご参加いただけたらと思います！

新型コロナウイルス感染症対策として、
従来２日間実施していたリアル体験を１日のみに短縮し、
オリエンテーションとフィードバックはWEBに置き換えて実施しています。

リアル体験を１日のみに短縮した分、
１日目のオリエンテーション（WEB）では、
体験施設の雰囲気を事前によく理解していただけるよう
「業務体感VTR」を視聴いただく時間をプログラムに設けました。

フィードバックを丁寧に行なうことを意識してプログラムを考えました。

インターンシップでは少しでも何か学びを得てもらいたいと思っておりますので、
１日目のオリエンテーション（WEB）で、
学生のみなさんにインターンシップ参加の目標と行動計画を考えていただき、
２日目のリアル体験に参加していただいています。
３日目のフィードバック（WEB）では、
じっくり振り返りができるようプログラムを策定しました。

２０２１年度冬季インターンシップでは、
参加されたみなさんに、任意でアンケート（匿名）回答の
ご協力をお願いしました。

プログラムは、採用担当・リアル体験施設職員で意見を出し合い、
よりよいプログラムにできるよう努めています。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対する目標設定　
人事や社員による講義・レクチャー

＜1日目＞
■WEBオリエンテーション■　予定：３時間
　・福祉業界って何！？を、あらゆる角度から、紐解きます
　・ご希望のコースに沿った業務体感VTRをご視聴いただきます
　・このISで、学びたいことや知りたいことを出し合い、
　　インターンシップでの目標と行動計画を立てていただきます

個人に対する口頭と書面の両方

30分～1時間未満 プログラム期間中複数回実施した

＜3日目＞
■WEBフィードバック■　予定：３～４時間
　・先輩職員も交えたリアル体験の振り返りとフィードバック
　・「放課後等デイサービスにこんなプログラムがあったらいいな」企画を
　　考えていただきます
　・「放課後等デイサービスがなぜ必要なのか」を考えます

リアル体験では、まずは「子どもたちと一緒に自分自身が楽しむ」ということを大切にしていただきたいと思っています。
３日目のフィードバックでは、その「楽しい」の裏側の「福祉のリアル」な一面にも触れていただきたいと考えています。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　インターンシップ終了後の定期的な連絡・フォロー　社員との交流
会

非上場

学生のみなさんにインターンシップ中、記入していただいた
ワークシート（目標と行動計画、振り返りなど）は、
一旦、採用担当にご提出いただき、
後日コメントを記入して学生のみなさんに郵送でお返ししています。

また、９月後半には夏季のインターンシップに参加された全学生の方を対象に
WEBでの「交流＆情報交換会」を開催しました。
参加者同士の交流だけではなく、
いずみ野福祉会の内定者・１年目職員を対象にとった
＜就活に関するアンケート＞の結果もご紹介させていただき、
今後役立てていただけるような情報の提供もさせていただきました。

また、１０月・１１月には「秋季施設見学ツアー」と題して、
夏季インターンシップに参加された方を対象に
いずみ野福祉会の他の事業所を複数見学いただける企画、
「働く場１日体験」と題して、
１日仕事体験ができる企画も実施いたしました。

500～1，000人未満

福祉サービス


